
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：活気あふれる街瀬波まちづくり推進協議会 

 みなさん、こんにちは。鮭がおいしい季節になり、我が家ははらこの醤油漬けを作りました。昨年は暖

冬でしたが、今年は寒い冬になりそうですね。体調面でも冬を乗り越える準備をしましょう。 

≪令和 2 年度の健康診査、がん検診の申込みについて≫ 

 年が明けるとみなさんのお家にピンク色の封筒 

で「令和 3年度 健康診査申込書」が届きます。 

 全世帯回答をお願いします。回答方法は下記の 

通りです。 

 

来年度、市の健康診査・ 

がん検診を… 

 

 

 

 

 

   申込みをした方には 

来年度、受診票を送ります。 

 

早いもので、令和 2 年もあと半月で終わります。今年は思うような 1 年にならなかった方も多いと思

います。来年は良い年になるように願いながら、今年やり残したことを整理したいですね。 

村上市役所保健医療課健康支援室 瀬波担当保健師 大滝菜摘 ☎53－2111（内線 2442） 

 

保健師通信 大滝保健師の 

晩秋にもかかわらず、風もなく青空が広がり穏やか 

な天気になった、１１月１５日（日）午前１０時３０

分より、あかまつ荘大集会室にて、講師に元警察官で

今は新潟県防犯アドバイザーの中野小路たかまろ氏を

お招きして講演会を行いました。これはまちづくり協

議会けんこう福祉部会主催で行われたもので、２１名

の方が講演を聞きに来られました。 

 最初に、講演に聞きに来られた方々の頭を柔

らかくすると称して、夫婦ネタや計算ネタで場

を盛り上げた後、いかに振込詐欺や特殊詐欺に

あわないようにするかということでお話があ

りました。最後に相撲甚句をもじって振込詐欺

防止甚句を唄ってお開きとなりました。たかま

ろさんは旧津川町の出身で、津川弁で面白いこ

とを言って皆さんを笑いに誘っていました。こ

の日も前にたかまろさんのお話を聞いて、また

聞きたくて来られた市民の方々もおられまし

た。 

 

受ける 

受けない 
（会社などで 

受ける） 

 

希望する健(検)診の 

『 1 申込 』 

に丸を付ける 

受けない健(検)診の 

『 ８ 他で受診 』 

に丸を付ける 

申込用紙を返信用封筒 

に入れ、ポストに投函！ 

※1 月 22 日（金）まで 



 

                                     ～地域の話題～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会事務局： 村上市瀬波上町４番１号（瀬波地域コミュニティセンター（いこ～て瀬波）内）  

担当：高橋（村上市自治振興課自治振興室瀬波地域担当） 

【TEL】５３－２００５ 【FAX】５３－５５５７（瀬波地域コミュニティセンター兼用） 

【URL】http://www.senami-machikyo.net 【メール】info@senami-machikyo.net 

未就園児の集いの場「ひまわりクラブ」の開設中止について 
※例年瀬波小学校の給食が終了し、終業式からその後の冬休み期間、瀬波児童館が開設できなくなる１

２月下旬から翌年の１月上旬に開設していました「ひまわりクラブ」ですが、新型コロナウィルス感染症の

感染が全国的に拡大してきたことに伴い、このたびの開設はしないこととします。ご了承願います。 

 

  

  

 １１月２０日(金)に、瀬波小学校で毎年恒例の「せなみっこ

まつり」が開催されました。これは３年生から６年生が自分た

ちで企画し「お店」をつくって催しものを行い、そのお店を１～

６年生で班を作って回るスタンプラリー形式のもので、１時間

ごとに１・２年生はクラス単位で、３～６年生は催しものを行

う側と参加して遊ぶ側にそれぞれを交代して再度班を編成

して回ってました。 

３年生はプレールームで「けいさつランド」と称して金魚す

くいや空気砲射撃、クイズに物あて、宝探し、「犯人を捜せ」

の６つのお店を出店してました。中でも巨大なたもでビニー

ルで作った巨大な金魚をすくったり、大きい音を放つ段ボー

ルで作った空気砲は見ていて楽しかったです。４年生は２つ

の教室と廊下を使って、魚釣り屋さんや割りばしと輪ゴムで

作った輪ゴム銃による紙コップ倒し屋、空のペットボトルを丸

めた段ボールを滑らせて何本倒せるか競う「ペットボトルくず

し」など５店開店していました。５年生は体育館を使って、三

角コーンを２つ使って２人で三角コーンにボールをはさんで

いかに早く運んで戻ってこれるかを競うお店や、割った竹を

つかってその上にボールを乗せて転がしながら竹をつない

でいくお店など３つのお店を開店していました。６年生は、普

段学校生活を送るうえでこんなことはありえないことを探す

クイズ形式の「瀬波小学校違和感バラエティー『学校の果て

まで６年 Q』」を開店しました。これは６年生が企画し、児童・

先生方に俳優になってもらい撮影したもので、パソコンを使

って来店した児童に映像を見せて答えてもらってました。６

年生の一人が来店した児童に感想を聞いたら「楽しかった

です。」と答えていました。例年保護者や瀬波保育園の園児

を招待していますが、今年は新型コロナウィルス感染症感

染防止の観点から、瀬波小学校の児童だけの催しとなり、

少し寂しいお祭りとなりましたが、参加した児童は皆さん楽し

んでいました。 


